



　国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board：IASB）
は，2001年の発足に当たって，その前身である国際会計基準委員会（Interna-
tional Accounting Standards Committee：IASC）時代の「財務諸表の作成お
よび表示に関するフレームワーク」（IASC 1989）をそのまま継承してきたが，
その全面的な改訂を目指して，2004年からは米国財務会計基準審議会（Finan-























報告基準（International Financial Reporting Standards：IFRS）を強制適用し
ている欧州連合（EU）の欧州財務報告諮問グループ（European Financial 
Reporting Advisory Group：EFRAG）⑶は，PAAinE（Pro-active Accounting 










⑶　EFRAGは，欧州委員会（EC）が IASB から公表される IFRS を承認する際に，専門的な立場か
ら助言を行うことを目的にして，2001年に組織された民間団体である。欧州の主要な資本市場関係
者によって構成されている。
⑷　PAAinE とは，EFRAGと欧州各国の会計基準設定主体が，IASB の IFRS 開発に対して，より
効率的・積極的に意見発信するために，彼らの資源を共有し，協同で作業することに合意してスター
トした活動のことである。
⑸　フランスのFrench Autorite des Normes Comptables（ANC），ドイツの the Accounting Stan-
dards Committee of Germany（ASCG），イタリアの the Organismo Italiano di Contabilita（OIC），
そしてイギリスの the UK Financial Reporting Council（FRC）。
⑹　なお以下では，EFRAG と同メンバー国との共同ペーパーについては単に EFRAGによるペー
パーと表記している。EFRAG＋４からは本稿で取り上げる２つのBulletin のほかに，2013年４月




































































































































































































































られている（FRC 2014, paras. 4.12-4.14）。
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　ところで，この FRC（2014）の公表に先立つ2013年に ASBJ からASAFに























22　ちなみに FRC（2014, p.3）においては，彼らのいう２つのビジネスモデルは基本的に Edwards 









































































































































測定基礎 期間差額 測定基礎 期間差額
事業投資 原価 N/A 時価 OCI





























③長期投資型ビジネスモデル（long-term investment business models）
　長期投資型ビジネスモデルとは，一定期間にわたって収益を得るために資産
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　Feltham and Ohlson（1995, 698）では，この（1）式から出発して，企業価値
と純資産簿価ならびに将来キャッシュフローとの関係に関する踏み込んだ分析
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     （4）
　（2）式において，OCt は営業活動から生じるキャッシュフロー，（3）式の
NItrf BVt 1は（1）式と同様に企業利益のうち正常利益（rf BVt 1）を超え
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正味営業資産簿価と将来超過営業利益の現在価値の和で求められる30。






























が経営者の意図と同じ概念であれば，この概念が IASB の CFに受け入れられ
ることは難しい。そこで，EFRAG（2013a）においては，この２つの概念の
異同について，注意深い検討が加えられている（paras.42-49）。また，両概念












































































資産と負債をこのように３分割する案は，IASB の財務諸表の表示プロジェクトから IASB に公表
された討議資料（IASB 2008）における区分と類似しているが，EFRAG（2013a）では，この３分
割とビジネスモデルの選択の関係に関する検討は行われていない。
























































































IASB の新しい CFの設定における今後のASBJ の貢献に期待したい。
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